
主要事業マネジメントシート 部局名

千円（ 千円） 千円（ 千円） 千円（ 千円）
千円（ 千円） H27要求 千円（ 千円） 千円（ 千円）

■ 重点課題【知事重点分野】 （項目名： ） □ 人口減少関係 （項目名： ）
□ 成長戦略 （項目名： ） □ 新・地震防災アクションプラン （項目名： ）
□ その他 （項目名： ）

■ 民間では実施不可（行政がすべき役割） ■ 府の役割
□ 民間で実施するためのインセンティブとして実施 □ 国の役割
□ その他 □ 市町村の役割

■ 受益者負担あり（内容・水準： ）
□ 受益者負担を求めない（理由： ）
□ 受益者負担になじまない

（事業目標）

（指標） （実績）

（事業期間） H ～ H 27以降延長あり
（指標）

（コスト分析結果）
H24（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
H25（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
＜事業優先性や事業選択の判断に影響を与えるような事情が新たに発生した場合に記載＞

　教育委員会事務局

事業名 英語教育推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　担当室課　　　　教育振興室　高等学校課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

予算額
H24 H26 13,462 7,988

実績
H24
H25

（理由）
府立学校及び府内の私立高校に在籍する生徒に限定した取組であるため。

事業
手法

手法の妥当性
・事業の指定校でない意欲・能力の高い生徒・教員を府内の数か所に集めて講習（Advanced Class）や研修を実施することは、公平性の観点から適正で
あると考える。

受益と負担

H25 13,211 7,811

事業の優先性
教育

事
業
選
択

役割
分担

民間との役割分担 行政としての役割（理由）
事業の指定校のみならず、学ぶ意欲や能力の高い生徒・教員に対し
て、所属高校によらない能力などに応じた講習や研修を提供することは
必要。

26

コスト
分析

Advanced Class におけるテキスト代

将来のリスク管理 特になし

事業間
調整

庁内での連携 特になし

他事業との
整合性　等

特になし

特記事項

事
業
効
果

目標・
指標

-目標に達しなかった場合の改善方策

府立高校生と英語科教員の英語力の向上

事業の内容の見直しを検討する。

H29年度の達成目標は以下のとおり
府立高校3年生のうち英検準２級相当以上の割合３０％
府立高校の英語科教員のうち英検準１級、TOEFL 550点、TOEIC730点
以上を保有する割合６０％


